第２学年　道徳科学習指導案
１　主題名　　自分のよいところ〔Ａ－４　個性の伸長〕

２　教材名　　どうしてうまくいかないのかな
（どうとく2「きみがいちばんひかるとき」光村図書）

３　主題設定の理由

　(1) 価値観

      人は誰でも，その人らしいよさをもっている。自分自身を肯定的に受け止め，よさに気付くことは，自分らしい生活や生き方について考えることにつながっていく。しかし，現実には，自分のよさに気付けず，自分の悪い面ばかりに目を向けてしまうことが多い。そこで，２年生の段階では，人はさまざまな特徴をもっているということに目を向けさせ，自分のよさを伸ばそうとする心情を育てたい。

　(2) 児童観

　　　本学級の児童は，徐々に自分らしさを発揮するようになってきている。子どもらしく伸び伸びしており，自分の思いをそのまま発言できる児童が多い。一方で，苦手なことを自分の短所と感じ始めている児童も増えている。自分の短所につながることに気付くことは容易だが，自分のよさや長所につながることに気付く児童は少ない。

　　　１学期末に行ったアンケートでは，以下のような結果になった。

	質問項目
	そう思う
	まあまあ
	あまり
	まったく

	自分にはよいところがあると思う。
	１１
	１５
	５
	０


　　　「そう思う」「まあまあ」を合わせると，全体の８割を越えるものの，「あまり」と答えた児童も５人いて，自分の特徴に気付けていない児童もいる。また，個別にアンケート結果を見ると，答えた時の気分やその頃の状況が大きく影響していることが推測できる。さらに，普段の言動からも自己の確立につながっていないと感じる児童も多い。本時の授業を自分のよさについて考えるきっかけとし，児童自身が自分のよさに自信をもてるようにしていきたい。

　(3) 教材観

　　　本教材では，何をやってもうまくいかないと思い悩む主人公と，母や祖父の声かけによって自分のよさに気付いた主人公の心の変容が分かりやすく描かれている。悩む主人公に自己投影をさせながら，自分のよさやがんばりを見つめ直し，自分を好きになることの大切さについて，考えさせることのできる教材である。

	自ら考え，議論するための工夫
1 話合いの前にワークシートに自分の考えを書くことにより，自分の意見をもたせる。

2 話しやすい場を確保するために，３～４人組を編成する。　　　


　　　上記の工夫を通して，自分自身を見つめ直したり，周りの児童と話し合ったりすることで，自分自身のよさについて改めて気付かせ，道徳的価値を深化させていきたい。また，親子（家庭）道徳の日に，本教材について取り組んでもらうことで，家庭でも自分のよさを認めてもらい，自分の特徴にできるだけ多く気付き，実感していけることが期待できる。

４　指導計画　１時間完了

５　本時の指導

　(1) 本時のねらいと評価

　　　自分を好きになることの大切さについて考えさせ，自分のよさに気付き，自分を好きになろうとする心情を育てる。

　　【評価】（ワークシート，発言）

      自分のよさに気付き，自分を好きになることの大切さについて考えた上で，これからも自分を好きになろうという気持ちをもつ。

　(2) 準備・資料

　　教師　イラスト　ワークシート（ＷＳ）

    児童　道徳ファイル

(3) 関　連　

	


(4) 指導過程  ○　主な発問　◎　中心発問　（補）補助発問　★　評価の場面　

                ゴシック：考え議論する場面　■　抽出児へのアプローチ
	段
	分
	学習活動・主な発問と予想される児童の反応
	形資
	指導上の留意点

	導入
	２
	１　人物当てクイズを出す。
	斉
	○　担任の「よい」特徴を挙げることで，人には特徴があることに気付かせる。

	展
開

	15
(5)
(10)
17

	２　本教材を聞いて話し合う。

(1) 教師の範読を聞いて，前半について考える。

・　悔しい。
・　いつも失敗ばかりだ。

・　もやもやする。

・　できない自分がいや。（自己肯定感eq \o\ac(○,－)）
(2) 教師の範読を聞いて，後半について考える。

・　お母さんやおじいちゃんが褒めてくれたから。（他者からの評価）
 　 ・　がんばっているから。
（自身の気付き）
 　 ・　自分にもよいところがあるって分かったから。（自己肯定感eq \o\ac(○,＋)）
３　自分自身のことについて

・　いつも元気。（よいところ）
・　○○が得意。上手。（長所）

	斉
イラスト
斉
イラスト
WS
個
↓
グ
↓
斉

	○　その瞬間の主人公の気持ちを深く考えられるように，教材を分断する。

○　困っている「わたし」の絵に吹き出しをつけて，主人公の気持ちを考えさせる。　　

○　主人公の思いに共感させ，自分にもあり得る気持ちであることに気付かせる。

○　笑顔になった「わたし」の絵を貼り，周りに母や祖父の絵を示すことで，家族の言葉のおかげで，「わたし」自身が自分のよさを考え始めたことに気付かせる。

○　努力だけではなく，自分のよさや長所につながることに目を向けさせる。
○　まず，自分の好きなところやよいところをワークシートに書かせる。

■　抽出児にも当てはまりそうな具体例を示す。

○　グループで好きなところを伝え合う。

○　自分で好きなところが見付けられない子がいたら，その子のよいと


	
	
	・　○○ができるようになった。

（短所→長所）
・　○○をがんばっている。（個性の伸長）
	
	ころをグループで見付けさせる。
★　評価の場面

	終末
	10

１
	４　今日の授業で学んだことを「学びの記録」に書く。
５　クラスのよいところを伝える。
	WS
個
↓

斉
斉
	○　個性の伸長にせまる記述があれば，紹介する。

○　歌が上手なところを「よいところ」とみてくれている教師が校内にいることを伝え，嬉しい気持ちを実感させる。　



７　板書計画
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○道徳科（Ａ－４　個性の伸長）


教材名「おり紙の名人　よしざわあきら」（７月）


よいところをのばそう


                  ↓


○教材名「どうしてうまくいかないのかな」（１２月）


自分のよいところ





深化





○あしたへ　ジャンプ


（生活科）





○大すきなもの，教えたい（国語科）


○なかよし活動


 





○　これは，だれでしょう。





○「どうして，わたしのやることは，うまくいかないんだろう」と思っている「わたし」の心の中を想像してみましょう。　　　　　　　【人間理解】





○「わたし」はどうして「自分のことが前よりもすきになって」きたのでしょう。【価値理解】





◎　自分のことで，「好きになった」「よいところだな」と思うのは，どんなところですか。


【自己理解】





（次の発問につなげる補助発問〉


　自分のことを好きになると，どんな気分になるでしょう。


【価値理解】




















